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仁木城

瀬石

択捉空港（民間）
・14年9月24日運用開始
・滑走路：2,300m※中型輸
送機（IL-18，An-72等）着陸
可能

北方領土における露軍

北方領土における露軍兵力の変遷

地対空ミサイル
「SA-17」

射程：最大50km

射程：最大300km

地対艦ミサイル
「バスチオン」

射程：130km

地対艦ミサイル
「バル」

攻撃ヘリMi-28

配備・展開が予想される装備

●1個師団（3500名）が駐留

北方領土駐留露軍

①


	スライド番号 1

